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平成２８年度 第１１回 みどり市定例教育委員会会議録 

 

・招集日時  ：平成２９年２月９日（木）午後３時００分から 

・招集場所  ：みどり市役所教育庁舎３階第２会議室 

・出席委員  ：１番委員  金 子 祐次郎 

２番委員  松 﨑  靖 

３番委員  丹 羽 千津子 

４番委員  山 同 善 子 

５番委員  石 井 逸 雄 

・説明のため出席した者  ：教 育 部 長  松 井   篤 

              教 育 総 務 課 長  川 俣 一 広 

              学 校 教 育 課 長  保 志   守 

              学 校 計 画 課 長  大 島 寿 之 

              社 会 教 育 課 長  金 高 吉 宏 

              文 化 財 課 長  横 倉 智恵子 

              富弘美術館事務長  高 山   進 

・本 委 員 会 書 記  ：教 育 総 務 課 主 査  剣 物 雅 世 

・事務局職員出席者  ：教育総務課長補佐  石 井 宣 行 

議事日程 

・日程第１  ：会議録署名委員の指名 

・日程第２  ：会期の決定 

・日程第３  ：教育長報告 

・日程第４  ：議案第３５号 議会の議決を経るべき議案の原案について（みどり市

学校給食センター設置条例の一部を改正する条例） 

・日程第５  ：議案第３６号 議会の議決を経るべき議案の原案について（平成２９

年度教育費一般会計予算、富弘美術館事業特別会計予算） 

 



・日程第６  ：議案第３７号 平成２８年度みどり市要保護及び準要保護児童生徒就

学援助費の支給認定に関し議決を求めることについて 

 

・開会：午後２時４７分 

（委員長）  ただいまから平成２８年度第１１回みどり市定例教育委員会議を開会い

たします。 

 

・日程第１ 会議録署名委員の指名 

（委員長）  日程第１、会議録署名委員の指名をさせていただきます。本日は、席番

３番の丹羽千津子委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 

・日程第２ 会期の決定 

（委員長）  日程第２、会期の決定ですけれども、平成２９年２月９日、本日１日限

りといたしますがよろしいでしょうか。 

       （「異議なし」の声あり） 

（委員長）  異議なしの声がありましたので、本日１日と決定いたします。 

 

・日程第３ 教育長報告 

（委員長）  日程第３、教育長報告を石井教育長からお願いいたします。 

（教育長）  資料は２ページにわたっておりますが、主なところのみを報告させてい

ただきます。１月１７日の史跡岩宿遺跡追加指定に係る文化庁記念物課文

部科学技官との協議とございますが、岩宿遺跡について色々調査をしてき

た結果、追加指定ができそうであるというような動きがある中で、技官の

方が来てくださって、書類の作成や今後の進め方についてご教授いただけ

るということで、立ち会って少しお話を聞いてきました。歴史の中におい

て重要な史跡であり、追加指定ができるというのは意味があるものだと思



います。また正式に決まってくる段階では文化財課からご報告ができるか

と思っています。それから１８日、両毛六市教育長会議ですが、東毛の４

市と足利市、佐野市をまぜた両毛６市の教育長での協議会で、年に１度行

われています。今回は太田市が会場で、教育研究所の不登校対策として行

っている適応指導教室に関する意見交換がメーンでございました。どの市

も不登校については大きな課題を持っているところでは、適応指導教室を

開設しているというお話がありました。その中で、佐野市では市役所の職

員の中にスクールソーシャルワーカーの資格を持っている人がいて、その

資格を活かしたいという訴えがあって、人事配置とすると教育委員会に配

属してもらい、不登校も含めた色々と問題のある家庭を積極的に訪問して

いるということで、このスクールソーシャルワーカーの配置は非常に効果

的ですよというそんな事例がございました。スクールソーシャルワーカー

が今後、必要になるということが言われているわけですが、学校教育課だ

けで専従してしまうということではなくてもいいのではないかと思うので

すが、市のこども課等とも連携を取りながら、市の職員の中に、もし、こ

ういう人がいるとすると、経費的にも非常に合理的であるし、連携を取る

際も効果的なのかなというところでは、また状況を後でお聞かせください

ということではお話をしてきました。２６日の群馬県都市教育長協議会第

４回定例会につきましては、ここは１２市の教育長が集まっての意見交換

という部分においては、奨学金制度、特に貸与型が大きくうたわれている

部分があるものですから、各市の状況はどうでしょうかというところでの

協議がされましたけれでも、どの市も同じような状況で、現行の奨学金制

度との整合性の問題、貸与型の場合の原資をどうするのかというところに

おいてはまだまだ課題が多いということで、どの市も調査中であり、今後

また意見交換等をしながら対応していくようになるでしょうというお話で

した。それから２８日、第６６回群馬県１００キロ駅伝競走大会選手団結

団式に出まして、翌２９日が走った日でありましたが、みどり市で初めて



大間々、東、笠懸、３地区すべてから選手を集め、東からも今回、選手が

出てくれたという形で、そしてエントリーができて１００キロを走ること

ができたということと、結団式に行ってみたのですが、やはりみどり市は

若いチームで、選手層がすごく若いのですね。高校生が中心というところ

でありますけれども、大きく目立ったのは樹徳高校のスポーツウエアが目

立ったでしょうか、ほとんどが笠懸中学校から進んでいるというふうなと

ころで、笠中、大東中等から高校へ進んでいる選手、それからスバルに入

っている箱根を走った関口さん、彼も今回はみどり市で走ってくれまして、

やはり彼の走りとその前の高校生で走った子どもが頑張りまして、前半は

５位というペースで走ったのだそうです。私は８区のところにいたのです

が、そこへ来たらやはり一番最後という形になっておりましたけれども、

本当にみどり市というユニフォームを着て、１００キロ走ってくれたとい

う部分では、今後も応援していく必要があるなと感じたところであります。

で、選手が若いので、今後やはりもう少し実績を積んできたりとか、今の

高校生達が今度は大学だとか実業団に行って頑張ってくれればですね、み

どり市としてもいいところにいくのかなという感じはしました。とにかく、

太田にしてもスバルがほとんどで、実業団で走った選手が走っている。そ

れから高崎であるとか、玉村であるとかあちらについては、上武大学、例

の箱根に出た選手達がみんな走るというような状況であります。それから

地区によっては、高校駅伝ということでは富士見中が強かったりだとか、

あとは常盤高校や育英高校が強かったり、そういうところの選手はそれぞ

れの市で出ておりますので、非常に層が厚い部分がある市に対してはなか

なか対抗しきれないというところがありますけれども、でも今回のように

関口さんがみどり市で走ってくれたりとかという形で、今後、高校生が終

わった子達が大学に行ってというところで、またみどり市として走ってく

れるようになってくれば楽しめるのかなというふうな思いがいたしました。

いずれにしても、こういう形で体協の陸上部のみなさんが頑張ってくれて、



みどり市をまた県内にアピールしてくれているということについては有り

難いなというふうに感じたところでございます。それから、２９日の第１

１回桐生・みどり地区アンサンブルコンサート＆新人吹奏楽祭というとこ

ろでは、先程、山同さんのお話にあったジュニアコンサートと同じような

形で、桐生・みどり地区の吹奏楽をやっている人達、一般の方も入ってい

ますけれども、そういう方達のアンサンブルコンサートという形で、大き

なグループでやる部分といくつかのパートに分かれて小さなアンサンブル

を組んだ形でのというところで、３８プログラムを朝から晩までやってお

りましたけど、そういう意味では音響効果に優れるパルが多くの地域の皆

さんの活躍する場所、あるいは交流を図る場所としては有効なんだろうな

というところをもっていますが、やはりそこの課題も、自分の出演場所の

ところには応援がくるけれども、他の人が帰るとなかなかいないというと

ころはありましたけれども、でもここはどちらかというと大人のチームで

ありましたから、ある程度固定した客というのがいたのでしょうか、そん

なところが課題だと思いながらも、パルとしての役割は十分果たしている

ので、より多くの市民のみなさん、あるいはご利用者に宣伝をして、もっ

ともっと発信出来るといいなと感じたところであります。それから２月２

日の第４回県東部地区人事会議でございますけれども、２月に入りまして、

管理職人事の大きな枠組みというのでしょうか、みどり市とすると今年は

何人校長が空くと、何人教頭が空くと、そこに対してこういう形として数

を定めましょうと。というのは何かと言うと、交流人事も必要ですし、県

教委のほうから下りてくるような交流人事もありますので、その数の定め

というふうな部分のところの最終調整を行った会議でございまして、よう

やく数的な枠の大枠が決定しましたので、今度は枠の中でどうするかとい

う人事をこれから進めていくというところでの具体的な審議に入るという、

そんな状況に今あるというところでございます。それから、４日のところ

ではぐんま教育フェスタということで、これにつきましては、先日、また



先程来話がたくさん出ましたみどり市教育研究所の教育研究報告会と同じ

ような形で、群馬県版の教育研究所でありますけれども、教育センターで

研修をした人達の発表会ということで、私もこの日行ってきまして、みど

り市からことし、山川先生と高橋先生のお二人の先生が長期研修員として

行っていたわけですが、たまたま発表する部屋が同じ部屋の前半と後半と

いうふうなものになっていまして、みどり市の校長先生も含めてその部屋

だけ満室で大変盛況でありました。お二人が非常に活き活きとしているな

ということと、やはり伸びたなという実感ですね。ですので、授業改善と

いうところでは、この間の市の研究所の報告会ではジグソー活動などとい

うのがありましたけれども、あれと同じような形での生活課の中における

効果的な学び合いであるとか、社会科におけるアクティブラーニングの方

法といったところが中心の発表でしたが、非常にいい発表であって、毎年

行くと思うのですが、これを全ての学校で持ち帰って、その指導案で全て

の学年で授業してもらうといいだろうなとことしも強く思ったところであ

りまして、そういう意味ではセンターに行っていただいた方々が活躍して、

この後みどり市に戻って来て、また中心となってくれるのかなというとこ

ろを感じたところでございます。以上でございます。 

（委員長）  ありがとうございました。ただいまの教育長の報告について、何かご質

疑があればお願いいたします。 

（委員長）  ご質疑がないようでしたら、日程第３、教育長報告は以上で終了いたし

ます。 

 

・日程第４ 議案第３５号 議会の議決を経るべき議案の原案について（みどり市学校

給食センター設置条例の一部を改正する条例） 

（委員長）  日程第４、議案第３５号 議会の議決を経るべき議案の原案について（み

どり市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例）を議題として上

程いたします。事務局より提案朗読をお願いいたします。 



       （事務局にて議案朗読） 

（委員長）  事務局の朗読が終わりましたので、教育総務課長より内容説明をお願い

いたします。 

（教育総務課長） 次のページにその条例のものがついておりますが、その次のページ

に新旧対照表がございますのでそちらをごらんください。今回の改正の内

容につきましては、右側に現行という欄がございますが、第６条で経費の

負担を定めております。この経費の負担を定めた第６条を削除して、第７

条を第６条に繰り上げるという改正の内容になります。第６条につきまし

ては、給食センターに要する経費については、法第１１条に定めるところ

によるものとするということで、この法、学校給食法になりますが、表の

下に参考としてその法の抜粋をつけさせていただきました。学校給食法第

１１条におきまして、第１項につきましては、学校給食の実施に必要な施

設及び設備に要する経費、それから学校給食の運営に必要な経費、これは

義務教育諸学校の設置者、即ち市の負担とするという部分と、第２項のほ

うで学校給食費については保護者の負担とするという、負担区分を明記し

た条文になっております。この条文を学校給食センターの設置条例にも、

すでに上位法で定めてありますが、それをあえてまた明記しているという

ものでございます。当然、上位法にはありますので、あえてここで入れて

おく必要はない不要な条文ということで、今回、これを削除させていただ

きたいというものでございます。削除した関係で、委任の条文が７条から

６条に繰り上がるという改正の内容になります。よろしくお願いいたしま

す。 

（委員長）  ただいまの説明に対し、何かご質疑があればお願いします。 

（教育総務課長） この条例の改正にあたりましては、来年度から学校給食費の無料化

を実施するにあたって関係法規を見直す中で、この条文があることがどう

かという部分で協議した結果ですが、実際にはこれがあるなしに関わらず、

そもそも学校給食法が学校給食を広めるための推奨法として出来ているた



め、ここで定める負担区分については、当時、この法律ができたときに文

科省から出されている通達の中で、保護者の負担を義務化したものではな

いと。すなわち、保護者と設置者で協力して学校給食を広めていくという

観点から、ただ負担としては区分を定めたというだけであって、そこで保

護者の負担を義務化したものではないという通達になっております。そう

いう中で、今全国でも色々なところで無料にしたり、補助を出したりとい

うことについては、それは学校を設置する市町村の判断でやってください

ということになっていますので、これが有る無しに関わらず、無料化もで

きますし、取ることも可能だという条文になっております。今回のこの件

については、内部的には処理が済んでいるのですが、３月の議会には当初

上げようとは考えていたのですが、どうもその辺との関係で、無料化の予

算の審議と重なるという部分では、誤解を招きかねないということでは、

不要なものを削るのであれば、今回でなくてもいいだろうということで、

今回は３月の議会には上程しないで、本日議決をいただいておいて、その

あとの議会でタイミングを見て上程したいと考えております。よろしくお

願いいたします。 

（委員長）  これについて、何か質疑等があればお願いします。 

（丹羽委員） これを見て、無料化に関係することなのかなと考えたのですが、今の課

長の説明でそうではなくてということで理解しました。そうすると、条例

の改正とかそういうことは一切なく、給食費無料化は新年度から進められ

るのですか。 

（教育総務課長） この条例とは関係なく進められます。ただ、進めるにあたってです

ね、今は給食費の徴収規則があります。これについては変更しなければい

けないため、今それは内部で詰めております。次回の会議の時に改めて上

程させていただきたいと考えております。 

（丹羽委員） はい分かりました。 

（委員長）  ほかにご質疑がなければ質疑を打ち切り、お諮りいたします。日程第４ 



議案第３５号 議会の議決を経るべき議案の原案について（みどり市学校

給食センター設置条例の一部を改正する条例）、本案を原案のとおり決定

してよろしいでしょうか。賛成委員の挙手を求めます。 

 （全員挙手） 

（委員長）  挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。 

 

・日程第５ 議案第３６号 議会の議決を経るべき議案の原案について（平成２９年度

教育費一般会計予算、富弘美術館事業特別会計予算） 

（委員長）  日程第５、議案第３６号 議会の議決を経るべき議案の原案について（平

成２９年度教育費一般会計予算、富弘美術館事業特別会計予算）を上程い

たします。事務局より提案朗読をお願いいたします。 

       （事務局にて議案朗読） 

（委員長）  事務局の朗読が終わりましたので、各担当課長より説明をお願いいたし

ます。 

（教育総務課長） それでは教育総務課から説明させていただきます。目次の次のペー

ジの教育部各課総額一覧をごらんください。教育総務課については、歳入

のほうでは前年度と比較しまして、２億３，０７７万８，０００円の減額

という状況でございます。これは２８年度の当初予算との金額の比較にな

ります。歳出は３，３３５万１，０００円の減額の予算ということになり

ます。次のページの細事業別比較表をごらんください。歳入のほうで２億

３，０００万円程減額となっておりますが、この理由につきましては、一

番下に学校給食費とありますが、これが△２億２，６９４万６，０００円

ということで、無料化を図ることにより、小学校８校中学校５校で提供す

る児童生徒分の給食費が入ってきませんので、その分の歳入が減額となっ

ております。この関係で総額では大きな減額となります。それから歳出の

ほうですが、事業ごとに増減がありますが、上から６つ目、奨学金貸与事

業（地域創生）ということで、３５６万１，０００円の減額、これについ



ては、これまでの貸し出しの実績を見る中で、来年度については、少し新

規の認定者数を低く見て３５６万１，０００円を減額させていただいてお

ります。それから、その２つ下、小学校施設整備改修事業４，４３１万６，

０００円の減となっておりますが、これについては、工事ですので、年度

によって増減があるわけですが、２８年度当初においては、大東小トイレ

２期工事、これが３，０００万円、笠小の外壁工事１，４００万円という

ことで、大きな工事が組んであったのですが、来年度については、大間々

北小学校トイレ改修工事の３，８００万円を当初みていたのですが、２８

年度予算のほうに前倒しして繰り越しますので、この中に入っていません。

そんな関係で大きな減額となっております。それから、４つ下にいきまし

て、幼稚園施設整備改修事業ということで、約７４０万円の大きな増額と

なっておりますが、これについては、幼稚園に給食用給湯器を新たに設置

するという工事をする予定です。これが、約６００万円近い工事になりま

すが、それと併せて煙突を塞ぐということで、これは２７年度でアスベス

トの含有調査をやる中で、煙突の断熱材にアスベストが含有されることが

判明しています。劣化する中で飛散すると困るということで、煙突を塞い

で、新たに給湯器をつけるという工事を実施するものです。次の２ページ

をお願いします。中ほどに大間々学校給食センター運営事業ということで、

１，６２１万円の大幅な減額となっております。これにつきましては、２

８年度当初の時には、大間々学校給食センターの調理業務委託がちょうど

１学期のところで契約が切れるということで、その入札のために、当初予

算では設計費として組んであったのですが、入札の結果、大きく金額が落

ちました。そんな関係で、２９年度当初予算においては、結果ででた数字

をもとに組んでおりますので、１，２００万円弱の減額となっております。

その他、光熱水費等を少し減額してみておりますので、１，６２１万円と

いう減額になっております。それでは、個別の事業になりますが、４ペー

ジからごらんいただきたいと思います。今回、資料の整理の仕方も変えさ



せていただいて、歳出名称のところに名称を入れてありますので、あらか

た、ここを見ていただきますと、どんな事業なのか分かっていただけると

思います。まず、１番の公用車管理事業、これについては教育部でかかえ

ている３８台の公用車の管理に必要な費用になります。次の放射線対策事

業、学校給食食材検査事業ですが、これについては、給食を出す前に放射

能検査をしておりますので、それに係る経費ということです。３番の教育

委員会運営事業につきましては、教育委員さんみなさんの報酬ということ

で組ませていただいて、４番の事務局管理事業、これについては、事務局

で必要な需用費だとか、会議に行った時のタクシー代等の経費をここで組

んでおります。５ページにいきまして、５番の奨学金貸与事業、ここでは

奨学金の貸与に必要な経費として計上しております。それから、６番の庁

舎管理事業になりますが、ここは教育庁舎に必要な電気料だとか、そうい

った光熱水費、それから浄化槽等の維持管理経費ということで、６ページ

にまたがりまして項目ごとに整理をさせていただいております。７番の学

校施設管理事業ですが、まず小学校施設維持管理事業につきましては、次

の７ページの中程に合計で１，９４０万２，０００円ということででてい

ますが、前年度当初よりも３４０万円ほどふえておりますが、これは６ペ

ージの上から５つ目位の警備委託料、この契約が２８年度末で終了になる

ことから、予算上は設計額ということで少し増額して組んでありますので

ふえているという点、それから、同じページの下から４つ目に建築物・建

築設備定期報告委託料とありますが、これは２年に１回実施しております

ので、前年はありませんでした。そんな関係でふえております。あと大き

くふえたのが、７ページ下から５つ目の樹木植栽管理委託料ということで

３７４万円とってあります。これは小学校の高木の剪定費用なのですが、

これ毎年実施しておりますけれども、来年度については、笠小の高木、毎

年やっていない銀杏だとかこういった高い木、それと、大間々南小の桜の

木等の伐採経費をみておりますので、１２０万円という大幅な増額になっ



ております。次に小学校施設整備改修事業、これについては、右側の特記

事項に書いてある緊急工事費も含めて、予定工事を実施したいと考えてお

ります。８ページをお願いいたします。中学校施設維持管理事業ですが、

小学校と同じように、施設の維持管理に必要な経費を計上しております。

小学校と同様、２年に一度のものとかがありますので、若干の増額となっ

ております。続きまして、９ページ上段の中学校施設整備改修事業、ここ

では右側の特記事項の消防設備改修工事等を実施する予定でございます。

それから、９ページ下段の幼稚園施設維持管理事業、これも同じように幼

稚園の建物・設備の維持管理経費を計上しております。１０ページをお願

いいたします。その次の幼稚園施設整備改修事業ですが、ここでは先程お

話したように、前年度は緊急工事の１００万円しかとってなかったのです

が、ここに書いてあるように、プール濾過ポンプ等の改修を含め工事をや

る予定ですので、大幅な増額となっております。次のスクールガードシス

テムですが、これは継続事業として、全小学校に警備員を配置するもので

す。それから８番の社会教育施設維持管理事業ということで、ここも教育

部がかかえている社会教育施設の建物や設備の維持管理に必要な経費を前

年同様に盛っているものでございます。次の社会教育施設整備改修事業に

つきましては、特記事項のとおり工事を実施する予定でございます。９番

のその他教育施設管理事業ですが、ちょっと金額は少ないのですが、他の

区分に含まれない東町の花輪にあります教員住宅が対象となりますが、そ

こに必要な経費として計上しているものでございます。一番下段、１０番

の学校給食管理事業で、まず笠懸地区給食運営事業ですが、自校式部分で

の調理員の賃金やら、検便やら、運営に必要な経費をここで計上しており

ます。１２ページの１１節、上から４つ目の給食賄材料費、これが給食の

材料を買う費用になります。１億６，７９７万４，０００円。これが、笠

懸地区自校式の部分の金額になります。金額的には前年とそれほど動きは

ございません。それから、１つとばしまして、大間々学校給食センター運



営事業ということで、ここもセンター運営に必要な維持管理費を計上して

おります。１１節の給食賄材料費８，８３８万３，０００円、これが大間々

地区の給食の材料購入費となります。また１つとばしまして、最後は東学

校給食センター運営事業ということで、ここでも給食賄材料費をはじめ、

必要な経費を計上させていただきました。最後に、１４ページの一番下、

学校給食費管理事業（地域創生）ということで、ここについては、前年度

も項目はとってありまして、公会計になって必要になった事務処理費をこ

こで組んでおりますが、ここの一番下、１９節の学校給食費補助金３６万

２，０００円、これは新規事業になりまして、無料化に伴いまして、食物

アレルギーのために給食が食べられないお子さんについては、補助金を支

給するということで、その分を３６万２，０００円組ませていただいたも

のでございます。以上、教育総務課の予算について簡単ではございますが

説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

（委員長）  続けて、次の学校教育課からお願いいたします。 

（学校教育課長） それでは、目次の次のページの各課総額一覧をごらんください。歳

入については３２６万２，０００円の減額、歳出については１，８２１万

５，０００円の減額という形で組ませてもらっております。１５ページを

ごらんいただければと思います。まず金額の増減の大きいものということ

で説明させていただきます。幼稚園使用料ということですが、これは保育

料という関係になります。園児の減少というようなところで２０６万円と

いう金額が前年度当初より減っている状況でございます。歳出のほうにい

きますが、事業が９０以上あるので、全部説明すると時間がかかりますの

で、１５ページから見ていただいて、増減の大きい１００万円以上のもの

というところで説明を入れていきますので、ごらんいただければと思いま

す。まず、１５ページの中ほど、学校施設維持管理事業でありますが、こ

ちらについては１４８万１，０００円の減額ということでありますけれど

も、ページでいうと２３ページ、１８節の施設内備品というものについて



精査をしまして、学校からの要望というのがこの特記事項に掲げられてい

るそれぞれの備品になるわけですけれども、これを若干減らしていただい

たということもありますので、そこが主な減額の理由となっております。

続いて２６ページになりますが、幼稚園小中学校事務機器設置事業ですけ

れども、こちらについては１３３万円の増額になっておりますけれども、

特記事項を見ていただくと分かりますように、新規リースというのが始ま

るというようなところがありますので、そんなところが入ってくる都合、

１３３万円増額という形になっております。続いて、移動音楽教室という

のがあるのですが、今回２９年度は実施しない年です。３年に２年続けて

あってその次はないということでありますので、これは事業に掲げてない

かと思いますが、それが減って、１６ページには減額が１３３万円とあり

ますが、それは実施しない年であるということであります。続いて、学校

教育負担金のところですが、こちらについて、色々な負担金が２８ページ

までつながっておりますが、最後のところに桐生市通級指導教室事業負担

金というのがあります。こちらについては、２８年度までございませんで

した。桐生市との連携事業というところですり合せが行われた中で、今回

応分負担ということでお話がありまして、来年度からは、みどり市の児童

が通級している応分負担ということで、全体の４．３％を見込むというこ

とで、１２２万４，０００円が計上されましたので、全体で１１５万６，

０００円の増額となっております。２９ページの一番下になりますね、ス

クールバス運行事業については３４２万７，０００円の減額となっており

ます。こちらについては、新規の委託という形になるのですが、運行形態

が一般の旅客運送事業というのを想定したのが２８年度でありましたけれ

ども、それを事業形態を変えますので、若干減るということになりました。

続いて、教師用教科書・指導書整備事業になりますけれども、冒頭の各委

員さんのご挨拶にもありましたけれども、道徳の教科化に伴いまして、３

０年度から小学校が始まります。３１年度が中学校ということであります



が、前年度に用意をして、４月１日から使えるようにということなので、

前年度に予算計上するという形で２００万円の増額というか、新規になり

ます。それから、次のきめ細かな指導充実支援員配置事業（地域創生）に

なりますが、こちらは２年生から３年生に、それから４年生から５年生に

いく時に学級編成の基準が変わります。１、２年の低学年については３０

人学級だったのが３５人に変わると、５年生になる時には３５人が４０人

学級に変わるということで、学級の人数が急にふえるような状況が起こる

学校については、市費で支援員を付けるということです。今年度初めて事

業立てをして、新規の事業になりましたけれども、今年度は状況としては

７人を配置しました。来年度については、その条件に合致した学校が３校

あって、１名ずつということで、３名に減りましたので、こちらについて

は、６８４万２，０００円の減額という形になります。続いて、同じペー

ジの下段３１番のところになりますが、小中学校タブレット導入事業とい

うことで、タブレットの端末を９６台導入するという新規の事業になりま

す。これによって、各学校に平均７台配置されてＷｉ-Ｆｉ環境で利用出来

るという形になりますので、色々な場面でこの間見ていただいた授業以上

の利用がされる形になるかと思います。この間の報告会の時の内容とする

と、Ｗｉ-Ｆｉ環境がない中であれを利用しているので、今度Ｗｉ-Ｆｉ環

境になりますので、持って線がくっついてくるということはありませんの

で、随時それが出来るということで汎用性がありまして、教育環境が数段

充実し、学習活動にも変化が出てくるかなと期待しているところです。続

いて、次の語学指導者設置事業になりますけれども、委託料が少し上がる

ということがありまして、１２１万４，０００円が増額になります。少し

ページがとびますが、３６ページの４７番にあります小学校学校管理事業

につきましては、減額が１９６万１，０００円ということでありますが、

２年に一度、社会科復読本というのを２か年分印刷をかけております。今

年度２か年分印刷をしましたので、来年度２９年度は印刷しない年になる



ので、その印刷をする金額が計上されない状況から減額になります。続い

て、児童就学援助事業になります。４５ページの６４番になります。こち

らについては、今までだと要保護、準要保護の就学援助ということで名称

があったのですけれども、こちらについては名称を変えました。就学援助

事業という形にしたのですが、その理由とすると、要保護という文言につ

いては、児童福祉法のほうで文言が規定されているのですが、準要保護と

いうのは要保護に準ずる家庭という定義はあるのですが、その準要保護家

庭という文言は文科省の通知ではでてくるのですが、法的には規定がされ

ていないということの指摘も議会等からいただいたので、他の市の状況も

名称を就学援助に変えているようなところもあるので、それに合わせて名

称を変えました。ということで、この後、秘密会議でもあるのですが、そ

の名称は３月までということで、４月からはこういう名称に変えます。先

程来でている給食費の無料化がありますと、援助費目の給食費が援助され

ない形になります。その関係で、９４０万９，０００円が減額になります。

続いて、５２ページ７９番の生徒就学援助事業も給食費の無料化によって

給食費の費目がなくなりますので、６８９万円の減額となります。続いて、

幼稚園就園奨励事業ですが、５６ページになります。こちらについては、

私立に通われている園児が減っているので、４７１万８，０００円の減額

という形で見積もりをとっております。長々となりましたが、以上となり

ます。お願いいたします。 

（学校計画課長） はい、続きまして学校計画課からご説明申し上げます。５７ページ

からごらんください。まず歳入につきましては、学校計画課はございませ

ん。続きまして、歳出につきまして、学校計画総務事業からご説明いたし

ます。学校計画総務事業につきましては、借用している学校用地の測量費

等を計上しております。前年より若干対象面積を減らしまして、前年度よ

り８万６，０００円の減で、２００万４，０００円の計上になっておりま

す。続きまして、旧神梅小学校建物管理事業につきましては、利活用事業



との関係もございますが、もし民間企業に建物の貸し出しが出来なかった

場合、２８年度と同様の施設管理、借地の継続をしていく必要がございま

すので、その予算の計上をいたしております。事業内容につきましては、

ほぼ２８年度と同様となりますが、変電所とか体育館の清掃が数年に１回

まわってくる状況がありますが、２９年度はそれらがない年になります。

それから借地につきましては、激減緩和措置ということで、借地料を毎年

５パーセントずつ減らしている関係もございますので、全体としては経費

のほうは削減しております。ただ、高圧コンデンサの処理、ＰＣＢの関係

なのですが、それを新たに１５万円ほど計上しておりますが、全体では減

っているということで、前年度比で１５万円の減で、２９年度の見込額は

３４５万５，０００円といたしました。続いて、旧福岡西小学校建物管理

事業につきましては、先程ご説明いたしました多世代交流館への改修でご

ざいますが、この予算計上が交付金決定の前でしたので、２８年度同様の

施設管理をしていく前提でこの建物管理事業を計上しております。やはり、

コンデンサの処理というのがこちらもございまして、それと外灯の修繕等

を予定しておりまして、前年度比で２４万７，０００円の増となります。

で、２９年度の見積もり額は２８４万７，０００円という形になりました。

続いて、旧福岡西小学校利活用事業につきましては０円ということになっ

ておりますが、先程申しました２８年度の事業の繰り越しとなりますので、

ページが６０ページになりますが、２８年度の繰り越しとして１億２，３

００万円が２９年度事業ということになります。続きまして、旧神梅小学

校利活用事業でございますが、民間企業への施設の貸し出しの他にですね、

老朽化した地域の公民館の移設解体の費用ですとか、借地の公有地化を先

程ご説明いたしましたが、公有地化を予定しておりまして、その工事費、

鑑定、用地費等を計上しまして、前年度比で６，９１９万円の増、２９年

度見積額は６，９２０万円といたしました。続きまして、新設小学校設置

事業につきましては、笠懸小学校分離新設の関係でございます。新設小学



校の用地の選定を進めておりますが、来年度につきましては、学校建設の

基本設計の着手も予定しております。その委託料として２，３００万円、

その他用地の鑑定料や測量費等を計上しております。前年度比で３，６２

０万４，０００円の増、２９年度見積もり額で３，６２１万６，０００円

というふうにいたしました。学校計画課からは以上でございます。 

（社会教育課長） 続きまして、社会教育課からご説明いたします。目次の次のページ、

各課総額一覧をごらんください。歳入につきましては、６７万４，０００

円の減額、歳出につきましては、７，９９０万２，０００円の増額という

ふうになっております。それでは、６１ページをごらんいただきたいと思

います。まず歳入につきましては、６７万４，０００円のマイナスという

ことですが、行政財産使用料、文化ホール施設使用料、体育施設使用料、

童謡館施設使用料までは実績により減額となっております。最後に雑入の

ところで、催物等の手数料が今年度は少し減額となっておりますので、見

積額としては４５万円の減額ということで、全体的に６７万４，０００円

の減額となっております。続いて、歳出につきましてですが、最初の社会

教育総務事業については、３０８万５，０００円の減額となっております。

これは社会教育施設の老朽化に伴う調査を今年度行いまして、この調査費

が２９年度はございませんので、減額というふうになっております。続い

て、大きなところをご説明します。４つ目の文化振興事業の４５万１，０

００円の増額でございますが、これはジュニアアカデミー事業ということ

で、地域創生事業として新規に行いたいということで、今年度１０周年記

念事業でやりました落語の伝承ということで今回新しく組ませていただき

ました。小学校等での勉強に活用していただいて、本格的なプロによる落

語を聞いていただきたいということで、３人の落語家を呼ぶための事業の

増額ということで、新規にあげさせていただきます。続きまして、その下

の青少年健全育成事業は１８１万５，０００円の増額となっておりますが、

これは大間々地区で１１区が新規で青少年広場を設置するということにな



り、そのための補助金の増額でございます。続きまして、その３つ下の笠

懸公民館事業でございますが、１２４万５，０００円の増額、これは笠懸

公民館の非常用バッテリーの交換ですとか、ＬＥＤ化を進める工事のため

の増額となっております。それから、下から２番目の図書館管理運営事業

ですけれども、７２万１，０００円の減額です。これにつきましては、こ

としは駐車場等の整備をしましたので、そのための工事費の減額となって

おります。次に６２ページをごらんください。文化ホール管理事業でござ

いますが、４，６８８万８，０００円の増額ということで、今回照明の操

作卓、基本的な操作をする場所のものの総入れ替えということで金額が大

きくなっておりますが、分割発注ができないために照明の操作卓を入れ替

える工事を行うため増額となっております。それからその３つ下の童謡ふ

るさと館事業でありますが、火災報知機等の修理が必要ということでの金

額と外階段改修工事のため２１７万円の増額というふうになっております。

それから、スポーツ振興事業ですけれども、１２８万５，０００円の減額、

これは草木湖マラソンの１０周年記念事業でストラップですとか、ゲスト

ランナー等を呼ばせていただきました。この金額を来年度については通常

に戻すということで減額になっています。最後に体育館施設管理事業につ

きましては、東社会体育館の雨漏りの工事ということで、３，２００万８，

０００円の増額ということになっております。それでは６３ページからご

らんいただきたいと思いますが、６３ページから６５ページまでは歳入の

部分になりますので、先程の使用料等の関係の見積もり額ということでご

らんいただければと思います。歳出のほうで、６６ページからになります

が、社会教育総務事業というところの中では、先程の老朽化調査の減額と

いうところがありますが、それ以外はあまり増減がないというところです。

続きまして、２番の人権教育事業につきましても、大きな増減はございま

せん。通信運搬費等の関係が多少の増減があるところです。続きまして、

社会教育振興事業でございまして、６８ページになりますが、上から３番



目の生涯学習地区事業補助金につきましては、実績に応じて金額を予算計

上させていただきましたので、今回１地区減って７万円の減額となってお

ります。続きまして、文化振興事業ですが、先程のジュニアアカデミー事

業が加わったということでございます。次に青少年健全育成事業でござい

ますが、これについては６９ページから７０ページの上段までということ

で、７０ページのところに青少年広場の内訳がありますが、大間々第１１

区の分が増額となっております。続きまして、青少年センター運営事業に

つきましては、特に増減等は報酬等の改訂のみでございます。成人式事業

につきましても、増減は多少あるのですが、出演者の謝礼を今回減額させ

ていただいて、手作りの成人式ということでありますので、今までも使っ

ていなかったので減額となりました。続いて、笠懸公民館等の事業となり

ます。笠懸公民館事業は、７２ページから７７ページの上段までとなりま

す。この中では、非常用バッテリー等の工事が追加になっています。続い

て、大間々公民館事業についても、４万５，０００円の増額となっており

ますが、市民講座の充実というところでの増額がございます。７９ページ

から東公民館の事業になりますが、東公民館では備品等の購入で多少の増

額ということで予算がふえております。続いて、図書館事業になりますが、

８１ページの下段から８５ページまででございます。これにつきましては、

工事費等の減額というふうなことで、その他につきましてはあまり変化は

ございません。続きまして、８６ページですが、図書資料購入事業、これ

は前年と変わりございません。その下の視聴覚ライブラリー事業も変更な

しです。８９ページから文化ホール事業になりますが、通年の事業となり

まして、ここで操作卓の入れ替えがございますので、大幅な増額になって

おります。それから、９０ページからはふるさと往来センター、それから

福岡記念館事業ということで、通常の経費部分の計上ということになりま

す。続いて、９１ページ下段から９３ページの上段までが童謡ふるさと館

事業になります。工事関係での増額ということでございます。９３ページ



から９４ページが保健体育総務費ということです。この辺は大きな増減は

ございません。続いて、９５ページから９６ページ、スポーツ振興事業で

ございます。スポーツ大会その他、草木湖マラソン等の関係がここにでて

きますが、減額分については草木湖マラソンのところでございます。最後

に体育施設管理事業ということで、笠懸グラウンド等のグラウンド関係の

経費が主になります。最後に東社会体育館の工事ということで、１０２ペ

ージにありますが、社会体育館改修工事ということで増額になっておりま

す。社会教育課からは以上です。 

（文化財課長） お世話になります、文化財課になります。１０３ページをごらんくだ

さい。まず歳入ですが、文化財課では前年と比較しまして、２，６２７万

８，０００円の増額となっております。歳出につきましては、１０４ペー

ジになりますが、７，５０８万５，０００円の増額となります。まず歳入

につきましては、下から４段目に国庫補助金というのがございます。こち

ら、前年度より２，０２２万２，０００円の増額となっておりますけれど

も、その下の県補助金というのも６０６万６，０００円の増額となってい

ます。こちら２点につきましては、史跡西鹿田中島遺跡保存整備事業が最

終年度となっておりまして、そちらにつきます補助金となっております。

続きまして、その下に雑入というのがございまして、こちらが２２万円の

増額となっております。こちらにつきましては、岩宿博物館で行われてい

ます体験学習、そちらの収入が増ということで、ふやしております。歳出

につきましては、主なものだけ述べさせていただきたいと思っております。

まず文化財保護運営事業につきましては２１万３，０００円の増額となっ

ておりますが、こちら１０７ページをごらんいただければと思います。１

番の文化財保護運営事業というところの１９節において、指定文化財保存

事業費補助金ということで５６万７，０００円を計上しております。こち

ら桐原にあります県指定史跡の桐原郷蔵の屋根とその柱の保存修理を行う

予定でおりまして、所有者さんのほうがやる予定なのですが、県と市から



補助金をだしまして修理する予定で、その分が２１万３，０００円の増額

となっております。続きまして、次の１０８ページをごらんください。そ

ちらの一番上に文化財負担金事業ということで５，０００円の計上がござ

います。こちら群馬県史跡整備市町村協議会分担金となっておりまして、

２９年度からの徴収ということで、今回計上させていただきました。続き

まして、その下のほうに文化財活用事業というのがございます。その一番

上、印刷製本費に文化施設めぐりスタンプカードというのがございますが、

こちら５館無料パスポートというのを市内の小中学生に発行しております。

それを５館と連携して、スタンプラリーをやって行こうということで今回

計上させていただいております。それから、一番下１５節に看板設置工事

費ということで、市の指定文化財となっております防空監視哨跡というの

が東町にございまして、その説明がないということで、このことがあまり

知られていないというお話を受けまして、その設置工事費を計上させてい

ただきました。他に減るものふえるものがございまして、こちら９万８，

０００円の増額とさせていただいております。続きまして、一番大きい金

額になりますが、史跡西鹿田中島遺跡保存整備事業というのがございます。

２９年度が最終年度となりまして、主なものといたしましては、１０９ペ

ージの１５節の整備工事費をごらんください。こちらにガイダンス施設を

設置する予定で、その工事費、それから遺跡の中に竪穴住居跡の復元を行

います。ガイダンス施設の南側の隣にですが、駐車場と広場を少し作る予

定でおります。それから、配水管の新設や、県道から入ってきてよく分か

らないので、案内看板の設置工事をする予定です。こちらの工事にかかる

ところで、まず駐車場と広場が市有地になっておりませんので個人のもの

になっております。それなので、こちらの駐車場のほうの用地購入、それ

から土地の鑑定、農地転用といった手続きにかかるものを今回計上させて

いただいております。それから、先程のガイダンス施設や竪穴住居の設計・

管理費についても計上させていただいております。それから、１３節の展



示物製作委託料９６１万２，０００円につきましては、ガイダンス施設の

中に展示するジオラマとかレプリカ、展示パネルといったものについての

委託料を計上しております。これはガイダンス施設の中に展示する展示品

になります。それから１８節に施設内備品購入費というのがございますが、

こちらガイダンス施設の中、あるいは史跡の中で使う備品一式となってお

ります。そちらが４４８万円の計上となっております。そのほか、予定と

して３月くらいには、概ね工事が終わるという予定で進めておりまして、

そうしますと、ガイダンス施設とかの維持費もかかってきますので、そう

いったところで電話料とか機械警備費、水道料等をのせております。それ

によりまして、史跡西鹿田中島遺跡保存整備事業は前年度よりも７，０７

１万円増額ということになっております。続きまして、埋蔵文化財発掘調

査事業になります。 

（教育部長） 課長、もう少し額の大きいところをお願いします。 

（文化財課長） 額の大きいところといたしまして、１００万円を超えたところでご説

明させていただきます。１１０ページになります。３番に岩宿文化賞事業

というのがございます。こちらは岩宿文化賞の本賞と一般部門賞が３年に

一度ということで、今年度、そちらの賞をやりましたので、来年度は学生

部門賞だけということで、１３１万５，０００円減額しております。それ

から、岩宿博物館体験学習事業ということで、１１２ページになります。

上から２つ目に岩宿博物館体験学習事業というのがございまして、こちら

の４節の臨時職員社会保険料と７節の臨時職員賃金というのがございます

が、こちらは観光課で行っておりました古代料理開催事業というのがござ

いまして、そちらを岩宿博物館の体験学習のほうに移管するということで、

その分も含めて２３９万４，０００円増額となっております。続きまして、

最後となりますけれども、１１５ページになります。１０番に文化財施設

老朽化対策事業というのがございまして、こちら、文化財課のほうで所管

しております９施設とトイレが４か所ございまして、そちらの老朽化対策



の調査と年度計画をたてていただくことになっております。そちらが新規

事業ということで、２８６万２，０００円増額ということで、今回載せて

おります。文化財課からは以上です。 

（富弘美術館事務長） 続きまして、富弘美術館の予算です。１１６ページの歳入の中

段にあります一般会計繰入金は、特別会計で足らない部分を一般会計から

繰り入れしてもらっている部分ですが、２９年度見積額が５，７９２万６，

０００円、前年度よりも１億２，９０９万９，０００円ほど安くなってお

ります。この数字ですが、大変申しわけございませんが、目次の次のペー

ジ、各課総額一覧の歳出の一般会計のところで、富弘美術館の欄が全部ゼ

ロになっていますが、この一般会計繰入金の金額が、ここのところに入り

ます。入力が漏れておりましたので訂正をお願いします。この一般会計繰

入金ですが、６６ページの社会教育課の歳出予算ＮＯ．１の社会教育総務

事業の２８節として、他会計繰出金ということで、富弘美術館へ繰り出し

していただいております。この一般会計の部分ですけれども、富弘美術館

新館建設時にですね、過疎対策事業債という起債を起こしまして、この償

還事業が２９年度で終了するために、２９年度の支出が非常に少なくなる

ことから、１億２，９０９万９，０００円減額となっております。繰出金

の内訳としては、この償還金と一般職員の人件費、それと嘱託、臨時職員

の人件費の一部に充てております。続きまして、富弘美術館の予算の総額

ですけれども、１億５，９４９万円ということで歳入歳出は増額になって

いますけれども、前年度に比べて大きな減額になっているのは、償還事業

が終わることによるものです。１１６ページ、歳入なのですけれども、美

術館観覧料が大きく減額になっているのは入館者の減少によるものです。

２８年度は入館者を１０万１，５００人ということで見込んで予算をたて

ましたが、２９年度は９万２，０００人、９，５００人減という形です。

下の売店販売収入、カフェ販売収入、これも減額となっておりますが、こ

れにつきましては入館者、大人の入館者が減ったことによって、売店やカ



フェの売上も減少しているということで、減額をしたものです。それから

ですね、歳出なのですけれども、美術館の維持管理事業につきましては、

３８０万円ほど減額になっております。これについては、収蔵庫のケミカ

ルフィルターという、そのフィルターの交換が４年に一度ということで、

前年２８年度にやったということで、２９年度はそれが必要にならない、

必要なくなったということでの大きな減額です。その下の美術館施設改修

事業、２，８５０万円が２８年度に比べ皆増という形になっていますけれ

ども、屋根の改修、塗装の改修事業を行うということで、増額となってお

ります。それと次の１１７ページにいきまして、開館２５周年記念事業が

終了したということで、２９年度は皆減という形になっています。それと、

元金償還事業、利子償還事業につきましては、２９年度で償還事業が終了

するということで、返すお金が非常に少なくなったという形での減額です。

続きまして、細かい内容についてなんですけれども、歳入については、特

記事項を見ていただければと思います。１２０ページからの歳出の大きな

ものだけ説明いたします。ほぼ前年並みの予算ということになっています

けれども、富弘美術館運営事業、広報教育普及事業につきましてもほぼ同

じような形ですが、１２１ページの広報教育普及事業ではですね、１１節

の印刷製本費ということで、機関誌を年４回、３，０００部発行するとい

うかたちで印刷費を計上しております。更に、次の１２２ページ、こちら

については、ほぼ前年並みということなのですけれども、先程話したケミ

カル維持管理事業については、ケミカルフィルターがなくなったというこ

とで、金額が１４％ほど減になっております。それと屋根改修事業は新規

事業です。下の企画・展示事業につきましても、ほぼ前年並みの数字とな

っております。次の１２３ページ、企画・展示事業で若干少なくなってい

るのが、１８節の施設内備品購入費、これが１万円だけの計上ということ

で、前年については視覚障害者用のベリーフセット等を購入しているので、

ここが１５．７％の減額です。さらに、講座事業や作品修復事業について



もほぼ同じような金額の計上です。さらに、売店販売事業・カフェ販売事

業につきましては、金額が下がっているのが売店商品仕入費、カフェ材料

費ということで、売り上げの低迷によってですね、この仕入費、歳出が大

きく減額となっております。また、その下の元金償還事業、その他利子償

還事業につきましては、先程説明したとおり、大きく減額になったという

ことで、総額的にも１億５，９４９万円と、前年に比べて大きく少なくな

った予算を計上しております。以上です。よろしくお願いします。 

（委員長）  はい、ありがとうございました。大変ボリュームがありますが、ご意見、

ご質問等あればお願いします。 

（委員長）  １つよろしいでしょうか。目次の次ですね、各課総額一覧の教育総務課

のところで、歳入の前年度比減額分の２億３，０７７万８，０００円とい

う数字ですが、これは今度、給食費が無料になるために食材費が不要にな

るということで、これが減額になっているという説明だった気がするので

すが、それでよろしいのでしょうか。 

（教育総務課長） はい、食材費がなくなるのではなくて、食材費は歳出のほうで当然

もってあります。ただ、保護者から給食費をいただいて市に入っていたも

のが、今度は入らなくなりますので、その分がここで減額になっておりま

す。 

（委員長）  食材費なのだけれども、保護者からいただく分が入らなくなるというこ

とですよね。 

（教育総務課長） はい。 

（委員長）  それで、この約２億３，０００万円というのが、新たに歳出でかかって

くるわけですね。新たな支出として。で、それはどこに入ってきているの

かがお聞きしたい点なのですが。 

（教育総務課長） まずは１２ページをごらんいただいて、上段に笠懸地区給食運営事

業ということで、これが自校式の笠懸地区の学校の分なのですが、ここの

１１節３番目に給食賄材料費１億６，７９７万４，０００円、これが笠懸



地区の学校の給食の食材を購入する費用です。それと大間々地区について

は、同じ１２ページの１１節のところに同じく給食賄材料費８，８３８万

３，０００円、これが大間々地区の分。それと、東の分が１３ページの下

段、下から２つ目の給食賄材料費ということで６１０万４，０００円。こ

の３つが給食の食材を買うお金で、本来であれば、これを買うのに必要な

経費として、給食費をいただいて歳入でみていたのですが、歳入だけが入

ってこなくなりますので、歳入のほうが落ちてくるということです。 

（委員長）  はい、分かりました。その他のところで、何かお気づきの点があればお

願いいたします。 

（委員長）  それから確認なのですけれども、今と同じところ、目次の次のページな

のですが、富弘美術館の一般会計の歳出のところがゼロという数字になっ

ていますが、これは特別会計の歳入の数字が入ってくるということでよろ

しいのですか。 

（富弘美術館事務長） 一般会計の繰り入れ分だけが入ってきます。ですから、富弘美

術館事業特別会計の歳入の一部ですね。 

（委員長）  その一部が数字として入ってくるのですね。 

（富弘美術館事務長） １１６ページの富弘美術館事業特別会計の歳入の中段にありま

す一般会計繰入金が、富弘美術館事業への繰出金という形で一般会計の歳

出に載ってきます。ですから、２７年度の決算額が２億５１７万１，００

０円、２８年度が１億８，７０２万５，０００円、そして今年度が５，７

９２万６，０００円という数字がここに入ってきます。 

（委員長）  はい、分かりました。 

（教育部長） ただ、いま言った数字は括弧書きで入れてもらえますか。そうでないと、

一般会計で出して、また特会でも使っているから、２回使ってしまうこと

になります。だからこれを括弧で入れてもらえば、下の合計で正しいのだ

と思うのですよ。このままで。ですから、今の数字は括弧で全て入れてい

ただいて、その括弧書きの部分は足さなければ、特会と一般会計の教育部



の連結でこの予算ということになります。 

（山同委員） 大間々給食センターは確か、委託運営になっていましたよね。この１３

ページ等の大間々給食センター運営事業のところと、笠懸の給食運営事業

のところの欄を見比べると、大間々学校給食センター運営事業の中の１３

節の給食業務委託料というのは、笠懸でいうところの人件費とか社会保険

料の合算位のものを委託しているということになるのですか。人件費的な

部分ですか。 

（教育総務課長） 大間々給食センターも笠懸地区のほうもですね、１３節で給食業務

委託料があります。笠懸地区のほうは４，７９４万２，０００円で、笠懸

小学校、笠懸東小学校、笠懸北小学校について、材料を受け取って調理し

て出すまでをすべて業者に委託していますので、３校分になります。大間々

学校給食センターも調理を業者に委託していますので、センター分の委託

料ということで３，８３４万円、１カ所分になります。笠懸の４，７９４

万２，０００円は３校分ということになります。 

（山同委員） 大間々の給食業務委託料の中には、大間々で調理する人件費は入ってい

るのですね。 

（教育総務課長） 入っています。 

（山同委員） 笠懸については、職員の人件費分はまた別として、業務委託料がこの費

用になるのですね。 

（教育総務課長） この小学校３校については、業務委託料に人件費分が含まれていま

すけれども、笠南中と笠中はまだ職員が調理していますので、また職員だ

けでは足りなくて臨時さんもいますので、その辺の賃金が７節でとってあ

るということです。 

（山同委員） そうすると、委託というのは、本当に調理の委託だけであって、建物の

運営とか管理とか光熱費とか、そういう経費的な部分はこっち持ちという

ことなのですね。 

（教育総務課長） はい、そうです。 



（山同委員） 教育部各課総額一覧の中の歳出の富弘美術館事業特別会計の平成２７年

度決算額と、１１７ページの富弘美術館事業特別会計の歳出の合計額欄に

ある平成２７年度決算額が合っていない感じがしたのですが、これは大丈

夫ですか。 

（富弘美術館事務長） １１７ページの３億１５５万１，０００円が正しい数字になり

ます。歳入は３億１，３７１万７，０００円という数字ですので、すみま

せん、教育部各課総額一覧の数字が違っています。 

（教育長）  ３億１５５万１，０００円が正しいのですね。 

（富弘美術館事務長） その数字が正しいです。 

（委員長）  社会教育課の予算でお伺いしたいのですが、東運動公園の社会体育館の

補修工事、約３，０００万円ですが、どんな内容の補修を考えておられま

すか。それから、もちろん教育施設の１つとして位置づけられていますが、

地元では避難所になっているということがあって、水を何万人分か貯めて

ある経費については、確か教育委員会ではなく、総務系からでている気が

するのですね。あの体育館の補修にあたっては、多分、屋根が雨漏りする

というのが大きな問題になっているのですが、そういった時に、教育委員

会だけの経費で賄うのか、それとも市の他の部署との共同でみていくこと

が可能なのかという、この２点をお伺いしたいのですが。 

（社会教育課長） はい、まず雨漏りがしないようにということで、今回の工事費をも

らせていただきました。はっきり申し上げて、原因が特定できなかったと

いうのが本年度の調査の結果でして、ただ、だいたい大まかなところでは、

屋根の先端から明かりをとるところの部分が雨漏りの原因ではないかとう

いうところで、どこから浸みだしているのか分からなかったという内容で

ございましたので、思い切って、全体的にカバーをかけるように、上にも

う１つ屋根をかけるようなイメージでございます。上に防水シートを張り、

防水をするような屋根をもう１つつくるというイメージでございます。そ

ういった工事を行うということで、全体的に雨漏りがしないような、隙間



がないような方法を検討したということでございます。共同でというとこ

ろですが、確かに避難所にもなっているのですけれども、現在では教育委

員会の予算だけで対応するということになっていまして、その調整という

のは、今のところしてございません。今は教育施設ということで、教育委

員会で改修するといった内容になっております。 

（委員長）  既存の屋根にかぶしてしまうというような工事内容で、おおむね解決で

きるだろうということですね。 

（社会教育課長） はい、もう解決しないといけないと思っておりますので。 

（委員長）  ぜひそうあって欲しいと思います。はい、分かりました。 

（松﨑委員） 富弘美術館の説明の中で、観覧料が毎年減少しているという、これをも

とにいろいろ予算をとっているわけですが、研修費だとか、そういうもの

の項目が、富弘美術館にしても岩宿博物館にしてもそうなのですけれども、

前向きな費用というか、たまたまこの間、芦北町の星野富弘美術館の館長

と話した時に、町の予算で研修費を予算化して、富弘美術館に研修に職員

を出したい、勉強させたいというふうなお話をしていたのですけれども、

やはりそういう、富弘美術館なんかは来館者数が減少しているとはいって

も、全国の美術館からすると圧倒的に多い集客力を誇っているわけなので

すが、そういう中でも、結構、民間の美術館だったり博物館だったり、本

当に知っている範囲ででも、勉強していろいろな所に行って研究している

ということをお聞きすると、やはり岩宿博物館にしても、富弘美術館にし

ましても、そういうところで勉強してきて、それを活かすようなそういう

研修費とか、お金をかけても将来に向けてのものが必要なのではないかな

という気がします。富弘美術館は全国的にももっともっとお客さんに来て

いただいてもいいのではないかなと思うのですけれども、どうしても、限

られた行動パターンだと新たな考え方というのが生まれない。よそを見る

ことによってヒントがあるような気がしますので、そういう意味では、そ

ういうものも予算化してみたらいいのではないかなと思います。 



（教育長）   富弘美術館だけではなくて、５館どこもみな同じような傾向があるので、

担当者が集まってこれをどうにか打開しようということで、内部の合同会

議が持ち上がって動いておりますが、ですから、そういう中で検討という

ことも入れておきつつ、次年度の予算にはちょっと間に合いませんが、総

合的な部分として、博物館も含めたこの集客施設のところを今後どうして

いくのかということもありますので、そういった中では、スキルアップだ

とかというところも、今いただいたところを参考にさせていただきながら、

検討できる、検討していかなくてはならない内容だなというところですの

で、そういうところは、また内部で検討しつつ、次年度において、３０年

度以降の予算の中に盛り込むかどうかについて少し検討させていただく必

要があるのかなと感じますね。事務長、研修費だとかは今までは特にはな

かったのかな。 

（富弘美術館事務長） はい、毎年５万円計上しておりまして、昨年は渡辺祥子さんに

来ていただいて、接遇の研修をさせていただきました。なかなか１年に一

回程度なのですけれども、避難訓練と併せて臨時職員さん等の研修を行っ

ています。今回も同じく５万円程予算計上しておりますが、この３月に太

田の美術館・図書館が出来上がりまして、それが４月１日に正式にオープ

ンになりますので、そのオープン前にですね、その太田博物館との交流と

いうことで、職員を連れて行って、中を見て、そのコンセプトとどういう

ふうにこれから運営していくのかという形で、館長さんを交えて話し合い

の場、協議の場という形で、今計画をたてています。ただ、それにつきま

しては、お金がかからないということで、ちょっと５万円の中で謝礼とい

う意味では思っていたのですが、支出自体はないとすると、出張も太田な

ので市のバスを使ってということでは不要という形になります。毎年少し

ずつではあるのですが、何らかの形で職員の資質向上には努めているとこ

ろです。 

（教育長）  それは分かるのだけれども、松﨑さんが言っているのは、そういうとこ



ろも含めて、もう少し大きくどこか美術館に行って見てくるだとか、そう

いうところに長期、職員を派遣するだとかという、少し思い切った施策も

必要なのではないかという提案なのだと思うのですね。そういうのは今ま

でしてきたのか。 

（富弘美術館事務長） 新しい他の美術館を見に行くという部分がなかったので、来年

度は近くの東京方面のところに、みんなバスで行くという予算計上をして

います。 

（松﨑委員） 例えば、熊本の大野勝彦美術館がオープンする時に、富弘美術館に１週

間から１０日、職員が勉強しに来たりとか、今の芦北町の星野富弘美術館

も少しきちっと勉強させたいので、富弘美術館に職員を派遣する予算をと

りたいとかっていうことで、ちょっとみんなで行って見てきて、あそこが

いい、ここがいいというレベルと、例えば、他の美術館に職員を１週間派

遣して、そこで体験をすることによって、自分のいる美術館と全く違う環

境でやっているところを見てくると刺激にもなるし、こうしたらもっとよ

くなるのではないかなとか、そういうヒントも得られるのではないかなと

思うのですね。ただ、一般の観覧者と同じ目線で見るというのも必要なの

だけれども、お客さんを迎える立場でものを見るとか、そういう部分でヒ

ントが得られるのではないかという気がするのですね。 

（富弘美術館事務長） そうですね。実際に内部に入って、職員と同じ形で営業したり

すれば、来館者との対応とすれば、全く違う目線で勉強にはなるんだろう

と思います。 

（教育長）  今いただいた意見等受けながら、どちらにしても５つの館でいろいろや

っていきましょうという中に、そういう視点も含めた検討をする。活性化

策とか、そういう部分の中に参考にさせていただけるところがあるとすれ

ば参考にして、必要があれば予算を要求していくという形で、いずれにし

ても、今にとどまるのではなく、もっともっと前に進める、攻めていくと

いうことに必要な部分があるのかなというところでのご意見というふうに



承っておくという形で、市として重要なことかなと思いますので、ぜひ検

討する部分の中に、今いただいた項目も入れながら、それをやるやらない

は別として、どういうことが我々に欠けている部分であって、どうするこ

とで補えるのかというところについては、十分検討する余地があるところ

かなという気がします。日本一の美術館・博物館だということで、どこに

も誇れるということであればいいけど、そうじゃないと思う。ただ単に、

何人かまとまってどこかを見てくる視察と、本当に目的を持って、意図を

持って、一週間なり一カ月、この人に取り組んでもらおうというのでは、

意味が違うのだと思うので、目的も大いに違ってくると思うので、そうい

う思い切った施策も必要であろうという提言なのだと思うのですね。 

（富弘美術館事務長） そうですね。非常に有り難い意見として受け止めていきます。 

（教育長）  来年の今ごろにはそういう項目が盛り込まれているといいですね。 

（松﨑委員） 富弘美術館は全国から注目されている美術館なので、やはり研修しに来

たりとか、見に来たりとかというのはたくさんあるのだろうけども、やは

りそこのところで、受ける側でも一歩踏み出して、よそのところも全部知

っているといううえで受け入れるのとそうでないのとでは全然違うので、

ただそれにはどうしてもお金がかかることで、人選も大変なのでしょうけ

ど、そういう部分があると、何かもう１つステップアップできるのではな

いかと思います。 

（教育長）  同じ業種でも、水族館でも大きく変わった水族館もあるわけですから、

そういう次元で見ていけば、少し異業種というのですかね、そういうとこ

ろに行って勉強してくるというのも１つの策かもしれませんし、そういう

広い視野で、何をどうするか、もう少し前に進めるか、攻めていけるかと

いう検討においては、そういう部分もどこかに必要なのだろうなと思いま

すね。 

（富弘美術館事務長） 富弘美術館の数字の訂正なのですけれども、大変申しわけあり

ません。１２３ページ、６の販売事業でですね、１６節のカフェ材料費の



下に１９節の食品衛生組合費等のお金の２万円が抜けていました。そうす

ることによって、１２４ページ最終合計１億５，９４７万円、これが１億

５，９４９万円に変わります。 

（教育総務課長） カフェ販売事業の１９節が追加になるということですね。 

（富弘美術館事務長） そうです。１９節です。 

（教育総務課長） カフェ材料費の下に１９節ということで、細説名称は何でしょう。 

（富弘美術館事務長） 食品衛生組合費で、これが２万円ですね。食品衛生責任者講習

会負担金、これが８，０００円ということで、両方で２万円、負担金が２

万円足されます。 

（教育総務課長） 細節名称が食品衛生組合費ですね。 

（富弘美術館事務長） 細節名称は食品衛生組合費と食品衛生責任者講習会負担金の２

つです。 

（教育総務課長） そうすれば、先程のこの各課ごとの集計の一覧表と美術館の１２３、

１２４ページにつきましては、再整理しまして、配布させていただきます。

大変申しわけございません。 

（委員長）  あと、名称が違っているところの。 

（教育総務課長） はい。 

（委員長）  その他、お聞きしたいところございますか。 

（委員長）  そのほかなければ、質疑を打ち切りお諮りします。日程第５、議案第３ 

６号 議会の議決を経るべき議案の原案について（平成２９年度教育費一 

般会計予算、富弘美術館事業特別会計予算）、本案を一部修正したうえで原 

案のとおり決定してよろしいでしょうか。賛成委員の挙手を求めます。 

 （全員挙手） 

（委員長）  挙手全員ですので、本案は原案を一部修正したうえ決定することといた

します。 

 

・日程第６ 議案第３７号 平成２８年度みどり市要保護及び準要保護児童生徒就学援 



助費の支給認定に関し議決を求めることについて 

（委員長）  日程第６、議案第３７号 平成２８年度みどり市要保護及び準要保護児 

童生徒就学援助費の支給認定に関し議決を求めることについてを議題とし 

て上程いたします。この件に関しては、秘密会議とさせていただきます。 

担当課長以外は退席をお願いします。 

       （担当課以外退室） 

 

――――― 審  議（非公開により未記載） ――――― 

 

（委員長）  その他特にありませんか。質疑も出尽くしたようですので、質疑を打ち 

切りお諮りします。日程第６、議案第３７号 平成２８年度みどり市要保 

護及び準要保護児童生徒就学援助費の支給認定に関し議決を求めることに 

ついて、本案を原案のとおり決定してよろしいでしょうか。賛成委員の挙 

手を求めます。 

（全員挙手） 

（委員長）  挙手全員ですので、本案は原案のとおり決定することといたします。 

（委員長）   以上をもちまして、本日の教育委員会議の議事を全て終了いたします。

これをもって閉会といたします。大変お疲れ様でした。 

 

・閉会：午後５時００分 

・本委員会の議決の次第は次のとおりである。 

 

議事日程 

・日程第３  ：教育長報告（報告） 

・日程第４  ：議案第３５号 議会の議決を経るべき議案の原案について（みどり市

学校給食センター設置条例の一部を改正する条例）   （可決） 

・日程第５  ：議案第３６号 議会の議決を経るべき議案の原案について（平成２９



年度教育費一般会計予算、富弘美術館事業特別会計予算）   （可決） 

・日程第６  ：議案第３７号 平成２８年度みどり市要保護及び準要保護児童生徒就

学援助費の支給認定に関し議決を求めることについて  （可決） 

 

 

  上記記録の正確なることを認め、ここに署名する。 

平成２９年２月９日 

みどり市教育委員会委員長       金子 祐次郎                

 

 

会議録署名人 ３番委員        丹羽 千津子         

 

 

                         


